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1非同

A 
外傷で最も

侵され易い部位

総腕骨神経 (N ， fibularis cornrnunis) 

緋仕上空iiiの外側で一二つに分れる 。

大腿二日員筋の内側に沿坐骨神経から分れ、

|、り、

音IJ

って

解

1 ，外側排腹皮神経 1奈筒において分れ下腿

長排恰・

外1I1IJ の皮 J省に分布する 。

2 ，深緋骨神経: 日非'討上24; の外側で、

下l持前商筋と長指伸筋の起始{ilS を賞一いて、

筋伎はー1"足背部へ行く 。の i栄音1\ を ー卜'h し、

皮校を足腿のイ申筋群と足背の諸i坊に t11 す 。

背の一部(先端部) へ出れ

3 . ;美排骨神経:上の神経の外側で下胞の表

筋校を長女:\-[ij)ド骨筋層を下行し足背へ行〈、

皮校を足背の皮 1務に与える 。

機能

J、、
、

足

検査は足を足!託へ

長短目非骨筋(浅俳骨神経) : 足の外反と、

底屈 rl*1 の補助を行なう。

す1\:抗に抗して外皮させる 。屈曲させ、

前月歪骨筋(派俳句ー神経 ) 是の背I混と内反を

検資J土足背を下方へ及び外反のブy1T なう 。

向に与一えた:t!\:杭にわビして足を背屈させる 。

また

足関節の背側 に ある駐を触れうる。

長母指イ申筋(深ßJド骨神経 ) : 母指の伸展と足

の Lr屈をする。

2 - 5 指の仰皮と

峰省・のすぐ外11ìlJ に ある筋胞を f秒、診し、

長指イ申筋(涼俳骨神経 ) : 

足の背屑 ( 外皮 )。

2 - 4 指の伸成の短指伸筋(深排骨神経 ) : 

宇甫 I功。

臨床

総排骨神経は膝鰐またはその外側のj俳句頭

派手酷人担』九日!Ii;、部で圧迫により侵され易く

下肢の組合せ(精子にすわって ) などに|祭し

て麻療しあい。

運動麻療はよtu〉背1沼がf受され 、Æれ足 ( F oot

を示すことが目立つ 。 知覚主引iiーとしdrop) 

下腿外側の異常を示す。

E盈歩き が山来ない。

て足背、

4λ干IIJ走11 bff受 さ )'L ると、


